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＊試験場所及び内容

●試験場所

・東播磨漁場 明石市江井ヶ島地先（区9.10号）

・淡路島東部漁場 淡路市森地先・神戸沖（区4.120号）

・淡路島西部漁場 淡路市室津地先・鹿ノ瀬（区17.140号）

・神戸市地先漁場（区1.2号）

・西播磨漁場 姫路市地先・沖合い（区52.59号、区76～82号）

●試験内容 ノリ生産加工記録から離脱量の推定
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試験場所及び特徴

区9.10号
・風波の影響あり
・生理・病症害あり

区140号、17号
・風波の影響大きい
・生理・病症害少ない

区120号、4号
・風波の影響少ない

区1.2号
・風波の影響少ない
・生理・病症害あり

区52.59号(西播地先)
区76～82号(西播沖合)
・風波の影響大きい
・生理・病症害少ない
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ノリ生産加工記録表からの生長量・離脱量の推定
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坊勢神戸市森室津浦江井ヶ島

摘採間隔生長/日・網摘採間隔
生長/日・
網

摘採間隔生長/日・網摘採間隔生長/日・網摘採間隔生長/日・網

17日915日2417日2518日2816～38日611
7～9日687日886日686～13日9712～21日1492
5～7日8510日9012日10311～13日1099日773
8～12日1059日839日1279～11日1238～11日1184
9～11日9010日10310日9210～14日8710～13日1115
9～15日9512日10311日968～13日1106
12～14日11211日9810日917

14日7511日898
639491698645516合計

80 82 87 92 103 平均

坊勢神戸市森室津浦江井ヶ島

摘採間隔生長/日・網摘採間隔
生長/日・
網

摘採間隔生長/日・網摘採間隔生長/日・網摘採間隔生長/日・網

7～9日687日886日686～13日9712～21日1492
5～7日8510日9012日10311～13日1099日773
8～12日1059日839日1279～11日1238～11日1184
9～11日9010日10310日9210～14日8710～13日1115
9～15日9512日10311日968～13日1106
12～14日11211日9810日917

14日7511日898
630467673617455合計

90 93 96 103 114 平均

各試験漁場における生長量について
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ノリ生産加工記録から離脱量の推定方法及び結果

各摘採時において一番収量の多かった日(摘採間隔が空き多すぎる日は除く)をベースに
して各摘採時の生長量を求め、摘採回数で割ることで生長量（生産枚数／日・網）を求
めた。これに養殖日数と張り込み枚数をかけることで生産出来たであろう枚数を出すこ
とが出来る。これと実際生産した枚数の差を離脱量と考えた。生産された枚数の多い日
(網)をベースにしており、この網がまったく離脱していないと考えていることから、下
記で推定した離脱量は少なく見積もった数字と考えられる。また、今年度は昨年度行っ
た推定方法を少し変更している。1回目摘採時の生長量は小さいことから、1回目と2回
目以降の2段階に分けて見込み生産枚数の算出を行った。（計算表は別紙）

離脱量実際生産枚数生産見込枚数張込網枚数
養殖日数生長量

組合名
1・2回目以降1・2回目以降

12%6,762,128 7,717,790 1,270 59103江井ヶ島

15%5,806,860 6,844,240 1,040 18・5928・103室津浦

19%4,536,700 5,598,600 840 17・6525・96森

14%14,233,000 16,558,500 3,500 15・4724・93神戸市

7%5,719,900 6,150,420 940 17・719・90坊勢

江井ヶ島については、1回目の摘採間隔が非常に長くバラツキがあったため、昨年同様の方
法で推定した。また、坊勢については、生産記録データに読み取れない部分があったため
参考程度にして頂きたい。離脱量は、中間報告ではあるが平均すると１５％程度であった。
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